
写真で語る昔の

　
４
月
20
日
㈯
か
ら
30
日
㈫
ま
で
の

間
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す
く
な
る
期

間
の
火
災
防
止
を
図
る
た
め
、
『
春

の
全
道
火
災
予
防
運
動
』
を
実
施
し

ま
す
。

○ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お

済
み
で
す
か

　
昨
年
、
市
内
で
は
計
15
件
の
火
災

が
発
生
し
、
被
害
総
額
は
約
７
千
633

万
円
で
し
た
。
自
分
や
家
族
、
財
産

を
守
る
た
め
、
早
期
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
、
定
期
的
に
本
体

の
清
掃
や
作
動
確
認
、
交
換
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
北
海
道
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

人
身
や
物
損
な
ど
の
被
害
を
受
け
た

方
や
そ
の
家
族
か
ら
の
賠
償
請
求
、

示
談
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
の
相
談

所
を
設
置
し
、
専
門
の
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場 

所
　
札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６

申 

込
場
所
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ
、
各
支
所
（
若
草
分
室
含
む
）

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

丁
目

受 

付
時
間
　
９
時
～
16
時
30
分
（
相

談
は
17
時
で
終
了
と
な
り
ま
す
）

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
。

相 

談
方
法
　
面
接
（
予
約
制
）
・
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か

問 

い
合
わ
せ
（
相
談
先
）
　

　�

北
海
道
交
通
事
故
相
談
所
（
☎
011

－
204

－
５
２
２
０
ま
た
は
☎
050

－
３
５
３
３

－

４
７
０
３
、
思
011

－
232

－

７
４
５
２
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

kansei.dousei2@
pref.hokkaid�

o.lg.jp

）

書
（
は
が
き
）
』
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
返
送
す
る
こ
と
で
学
生
納
付

特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す
　

　
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
さ
せ
る
た

め
、
追
納
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
７
）

　
20
歳
に
な
る
と
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
学
生
に
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中

の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と

が
で
き
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
申
請
を
せ
ず
未
納
の
ま
ま
に
し
て

い
る
と
、
事
故
や
病
気
で
重
い
障
が

い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

象
　
大
学
（
大
学
院
、
短
期
大
学

を
含
む
）
や
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

に
在
学
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
方

※�

対
象
と
な
ら
な
い
学
校
も
あ
り
ま

す
。

申 

請
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
、

印
鑑
、
学
生
証
（
写
し
も
可
）
ま

た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

○ 

平
成
30
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を

承
認
さ
れ
た
方
で
平
成
31
年
度
も

同
じ
学
校
に
在
学
す
る
方
　

　
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
よ
り

郵
送
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
申
請

保
険
料
　
１
口
600
円

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保 

険
期
間
　
２
０
２
０
年
３
月
31
日

㈫
ま
で

保 

障
対
象
　
車
両
と
の
接
触
に
よ
る

け
が
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
で
の
転

倒
に
よ
る
け
が
な
ど

保
障
内
容
　
１
口
あ
た
り
次
の
金
額

・
死
亡
保
険
金
…
100
万
円

・
通
院
保
険
金
…
５
千
円
～
12
万
円

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

～
忘
れ
て
な
い
？

�

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
～

北
海
道
交
通
事
故
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
『
学
生
納
付
特

例
制
度
』
を
ご
存
じ
で
す
か

万
が
一
に
備
え
て
、

市
民
交
通
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か第21回『幌別町になる』

▶�

町
制
施
行
決
定
を
伝
え
る
、
北
海
道
か

ら
の
電
報

　
幌
別
村
が
登
別
市
の
前
身
で
あ
る
『
幌
別
町
』

と
な
っ
た
の
は
昭
和
26
年
４
月
１
日
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
を
進
め
る
中
で
、

幌
別
村
で
は
、
昭
和
24
年
に
旭
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
（
現
北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
）
の
工

場
が
操
業
を
開
始
し
、
翌
年
に
は
北

海
道
曹ソ

ー
ダ達
幌
別
事
業
所
の
工
場
建
設

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
室
蘭
市
と
一
体

と
な
っ
た
工
業
圏
の
形
成
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
登
別
地
区
で
は
村
営
簡
易

水
道
事
業
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、

登
別
漁
港
が
着
工
さ
れ
る
な
ど
、
当

時
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の
だ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
26
年
２
月
12
日
に
行
わ
れ
た

村
議
会
の
議
決
を
経
て
、
幌
別
村
は

『
幌
別
町
』
へ
の
変
更
を
北
海
道
に

申
請
。
北
海
道
議
会
の
議
決
を
受
け
、

同
年
４
月
１
日
か
ら
の
町
制
施
行
が

正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

－昭和26年４月1日－

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

▲�わしべつフラワーロー
ド36号の花植え

29  ２０１9．４月号  くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド


